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エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
序
マ
ネ
作
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
の
制
作
過
程
に
関
す
る
一
考
察
吉
　
川
　
知
　
彦
　
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
国
立
美
術
館
収
蔵
の
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
作
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
（
図
1
）
は
、
南
米
と
い
う
地
理
的
な
条
件
も
あ
っ
て
人
目
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
二
年
後
に
制
作
さ
れ
る
《
草
上
の
昼
食
》
や
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
の
陰
に
隠
れ
て
、
今
日
ま
で
十
分
な
研
究
が
成
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
マ
ネ
芸
術
に
於
け
る
こ
の
作
品
の
理
解
や
、
作
品
自
体
が
辿
っ
た
来
歴
す
ら
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
。
が
、
マ
ネ
が
一
八
六
〇
年
前
後
に
描
い
た
一
連
の
裸
婦
像
に
注
目
す
る
時
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
《
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
の
模
写
か
ら
《
ナ
ラ
ソ
ピ
ア
》
へ
の
発
展
過
程
を
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
抜
き
に
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
　
従
来
、
人
は
マ
ネ
の
裸
婦
像
の
系
譜
に
於
い
て
、
歴
史
画
（
℃
Φ
貯
ε
お
ロ
．
三
ω
8
貯
Φ
）
的
主
題
で
あ
る
と
す
る
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
と
、
風
俗
画
（
℃
Φ
凶
葺
霞
①
畠
Φ
σ
q
①
旨
Φ
）
的
主
題
で
あ
る
《
草
上
の
昼
食
》
や
《
オ
ラ
ソ
ピ
ア
》
を
区
別
し
て
考
え
る
慣
習
に
あ
る
。
こ
の
理
解
は
美
術
史
的
な
観
点
か
ら
考
え
て
果
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
に
関
す
る
諸
説
を
整
理
し
た
上
で
、
こ
の
作
品
が
、
・
マ
ネ
の
画
歴
に
於
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
み
な
ら
ず
、
美
術
史
上
画
期
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
論
点
を
置
く
も
の
娼
で
あ
る
。
尚
、
本
稿
は
平
成
二
年
十
月
の
そ
ご
う
美
術
館
に
於
け
る
パ
リ
滞
在
中
の
写
真
資
料
の
調
査
に
基
づ
く
考
察
で
あ
る
。
背
景
の
サ
テ
ユ
ロ
ス
に
つ
い
て
「
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ン
国
立
美
術
館
展
」
の
観
察
、
及
び
平
成
三
年
三
月
　
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
に
は
、
背
景
に
描
か
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
。
元
々
こ
の
作
品
の
画
面
右
側
に
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
顔
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
種
々
の
証
言
に
よ
り
、
ま
た
十
九
世
紀
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
資
料
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
D
・
G
・
バ
ー
ル
ス
カ
ヤ
は
、
一
八
六
一
年
の
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
開
か
れ
た
皇
室
ア
カ
デ
ミ
ー
の
年
次
展
に
、
《
ニ
ン
フ
と
サ
テ
ユ
ロ
ス
》
と
題
す
る
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
し
、
こ
れ
が
現
在
ア
ル
ゼ
ン
チ
ソ
国
立
美
術
館
収
蔵
の
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
と
同
一
の
作
品
で
あ
る
と
し
た
（
－
）
。
　
A
・
タ
パ
ラ
ン
は
、
一
九
四
七
年
、
　
『
マ
ネ
と
そ
の
作
品
』
で
写
真
家
ゴ
デ
に
よ
る
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
写
真
に
言
及
し
、
そ
の
「
画
面
右
上
隅
に
無
遠
慮
に
も
ニ
ン
フ
の
裸
体
を
覗
く
者
の
顔
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
　
（
そ
の
顔
は
）
マ
ネ
が
侍
女
や
ス
パ
ニ
エ
ル
犬
と
一
緒
に
取
り
除
い
て
し
ま
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
（
2
）
。
ゴ
デ
に
よ
る
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
写
真
は
、
現
在
パ
リ
の
国
立
図
書
館
版
画
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
写
真
資
料
に
は
、
タ
パ
ラ
ソ
が
伝
え
る
よ
う
に
、
画
面
右
上
隅
の
木
々
の
間
に
一
人
の
男
性
の
顔
が
極
く
薄
く
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
我
々
は
そ
れ
を
サ
テ
ユ
ロ
ス
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
（
3
）
（
図
2
）
。
　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
、
一
九
五
九
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
美
術
館
で
は
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
調
査
の
た
め
、
G
・
コ
ラ
デ
ィ
ー
二
に
よ
る
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
X
線
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
る
（
4
）
ゆ
が
、
　
サ
テ
ユ
ロ
ス
は
確
認
さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
、
裸
婦
の
背
後
に
彼
女
の
髪
を
硫
か
す
一
人
の
女
性
像
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ
の
女
性
像
は
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
発
展
過
程
を
探
る
上
で
興
味
深
い
が
、
こ
の
考
察
は
次
節
で
言
及
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
問
題
を
サ
テ
ユ
ロ
ス
に
限
定
す
る
。
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サ
テ
ユ
ロ
ス
問
題
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
R
・
E
・
ク
ラ
ウ
ス
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ネ
が
一
八
六
七
年
の
個
・
展
に
於
い
て
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
《
サ
テ
ユ
ロ
ス
と
ニ
ン
フ
》
か
ら
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
へ
と
変
更
し
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
、
ロ
シ
ア
か
ら
作
品
が
返
還
さ
れ
た
後
、
マ
ネ
自
身
が
サ
テ
ユ
ロ
ス
を
塗
り
潰
し
た
、
と
推
測
し
た
（
5
）
。
　
マ
ネ
は
保
守
的
な
ロ
シ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
、
　
こ
の
作
品
が
伝
統
的
な
テ
ー
マ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
作
品
を
送
付
す
る
直
前
に
サ
テ
ユ
ロ
ス
を
薄
く
描
ぎ
加
え
た
と
い
う
。
X
線
に
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
写
ら
な
か
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
が
、
そ
の
後
マ
ネ
の
絵
画
観
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
　
一
八
六
七
年
の
展
覧
会
に
於
い
て
は
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
を
マ
ネ
自
身
が
塗
り
潰
し
た
。
そ
の
絵
画
観
の
変
化
と
は
、
《
オ
ラ
ソ
ピ
ア
》
で
更
に
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
に
、
鑑
賞
者
と
裸
婦
と
の
間
に
新
た
な
関
係
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
画
面
か
ら
消
え
る
こ
・
と
に
よ
り
、
我
々
は
自
分
自
身
が
ニ
ン
フ
の
裸
体
を
覗
き
見
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
担
っ
て
い
た
覗
き
見
の
役
は
、
我
々
鑑
賞
者
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
ク
ラ
ウ
ス
は
言
う
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
ク
ラ
ウ
ス
説
は
一
九
七
五
年
に
B
・
フ
ァ
ー
ウ
ェ
ル
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ァ
ー
ウ
ニ
ル
は
、
E
・
バ
ジ
ー
ル
が
一
八
八
四
年
に
マ
ネ
展
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
時
に
残
し
た
ノ
ー
ト
か
ら
「
牧
神
」
の
記
述
を
発
見
し
、
マ
ネ
の
死
後
に
至
る
ま
で
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
そ
の
ま
ま
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
ル
は
写
真
資
料
に
も
言
及
し
て
お
り
、
ゴ
デ
の
写
真
と
は
別
に
、
や
は
り
写
真
家
の
ロ
シ
ャ
ー
ル
が
撮
影
し
た
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
の
写
真
（
図
4
）
に
も
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
。
彼
は
こ
の
写
真
が
マ
ネ
の
死
後
に
撮
影
さ
れ
た
と
し
て
お
り
、
マ
ネ
自
身
に
よ
る
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
削
除
の
可
能
性
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
（
6
）
。
　
但
し
、
フ
ァ
ー
ウ
エ
ル
の
説
は
マ
ネ
が
最
後
ま
で
歴
史
画
に
固
執
し
た
と
い
う
見
解
を
導
く
も
の
で
は
な
い
。
マ
ネ
は
《
草
上
の
昼
食
》
や
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
に
よ
っ
て
歴
史
画
か
ら
の
明
確
な
決
別
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
潮
っ
て
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
を
歴
史
画
的
主
題
に
基
づ
く
作
品
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
性
は
全
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
フ
ァ
ー
ウ
エ
ル
の
説
に
は
関
連
す
る
幾
つ
か
の
疑
問
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第
一
、
に
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
を
一
体
誰
が
、
如
何
な
る
理
由
で
、
い
つ
削
除
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
一
九
一
四
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
美
術
館
の
作
品
購
入
時
に
は
、
画
面
に
は
裸
婦
だ
50
げ
し
か
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
姿
を
消
し
た
の
は
、
一
八
八
四
年
か
ら
一
九
一
四
年
の
三
十
年
間
、
即
ち
、
作
品
が
数
人
の
画
商
の
手
に
渡
っ
て
い
る
時
期
に
限
定
さ
れ
る
。
但
し
誰
が
如
何
な
る
理
由
で
そ
の
作
業
を
行
な
っ
た
か
は
依
然
と
し
て
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
一
九
五
九
年
の
X
線
写
真
に
撮
影
さ
れ
て
い
な
い
理
由
で
あ
る
。
筆
者
は
、
X
線
写
真
や
ゴ
デ
及
び
ロ
シ
ャ
！
ル
の
写
真
資
料
か
ら
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
制
作
過
程
に
根
本
的
な
疑
問
を
提
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
現
存
す
る
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
と
は
別
に
、
サ
テ
ェ
ロ
ス
の
描
か
れ
た
ヴ
ァ
！
ジ
ョ
ン
が
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
マ
ネ
の
制
作
方
法
か
ら
判
断
す
れ
ぽ
、
そ
の
可
能
性
は
殆
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
有
無
が
何
等
か
の
形
で
証
明
さ
れ
な
い
限
り
内
筆
者
は
敢
え
て
そ
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
は
、
展
覧
会
の
送
付
直
前
に
急
い
で
描
き
足
さ
れ
た
こ
と
が
、
X
線
写
真
に
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
写
ら
な
か
っ
た
理
由
だ
と
し
て
い
る
が
、
急
い
で
加
筆
し
た
こ
と
が
、
薄
く
描
か
れ
た
こ
と
の
説
明
と
成
り
得
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
今
後
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
研
究
は
、
塗
り
重
ね
ら
れ
た
部
分
の
材
質
分
析
や
赤
外
線
撮
影
な
ど
、
多
岐
に
亘
る
科
学
的
調
査
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
一
八
六
七
年
の
個
展
に
於
い
て
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
未
だ
存
在
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
マ
ネ
が
タ
イ
ト
ル
を
《
サ
テ
ユ
ロ
ス
と
ニ
ソ
フ
》
か
ら
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
へ
と
変
更
し
た
理
由
を
如
何
に
説
明
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
作
品
と
鑑
賞
者
の
関
係
を
述
べ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
説
が
、
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
私
見
を
加
え
度
い
。
　
ま
ず
筆
者
は
、
X
線
写
真
に
サ
テ
ユ
ロ
ス
が
撮
影
さ
れ
な
い
理
由
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
言
う
よ
う
な
薄
描
き
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
送
付
直
前
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
存
在
が
、
画
面
の
秩
序
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
し
た
マ
ネ
の
配
慮
か
ら
だ
と
考
え
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
そ
の
時
点
で
サ
テ
ユ
戸
ス
は
、
マ
ネ
に
と
っ
て
あ
ま
り
重
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
変
更
は
、
既
に
サ
テ
ユ
ロ
ス
に
対
す
る
マ
ネ
の
関
心
が
薄
れ
、
画
面
に
残
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
画
中
で
の
役
割
が
ほ
ぼ
失
わ
れ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ
ネ
は
二
年
後
に
制
作
す
る
《
草
上
の
昼
食
》
に
於
い
て
、
厳
格
な
サ
ロ
ソ
審
査
を
意
識
し
、
当
初
そ
の
タ
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イ
ト
ル
を
《
水
浴
》
と
題
し
て
い
る
（
7
）
。
多
く
の
サ
ロ
ソ
派
の
画
家
た
ち
に
と
っ
て
も
、
歴
史
画
の
主
題
は
も
は
や
エ
ロ
テ
ィ
ヅ
ク
な
裸
婦
を
描
く
た
め
の
口
実
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
マ
ネ
も
や
は
り
タ
イ
ト
ル
を
、
同
時
代
の
風
俗
を
描
く
た
め
の
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
に
於
い
て
も
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
サ
ロ
ソ
入
選
の
た
め
の
配
慮
に
過
ぎ
ず
、
マ
ネ
の
目
的
は
ニ
ソ
フ
を
装
っ
た
裸
婦
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
突
然
の
覗
き
魔
に
驚
き
、
自
ら
の
裸
体
を
隠
す
ニ
ン
フ
の
姿
勢
や
視
線
か
ら
判
断
す
れ
ぽ
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
位
置
は
画
面
右
上
で
は
不
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
ク
ラ
ウ
ス
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ニ
ソ
フ
は
我
々
鑑
賞
者
の
視
線
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
二
年
後
に
制
作
さ
れ
る
《
オ
ラ
ソ
ピ
ア
〉
に
於
い
て
、
裸
婦
の
視
線
が
鑑
賞
者
に
大
き
な
動
揺
を
与
え
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ぽ
、
マ
ネ
が
画
中
の
裸
婦
と
鑑
賞
者
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
と
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
説
を
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
の
存
在
如
何
で
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
　
主
題
の
変
更
　
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
制
作
過
程
は
、
主
題
変
更
及
び
図
像
源
泉
の
問
題
を
以
て
混
迷
の
度
を
深
め
る
。
こ
の
問
題
は
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
の
全
体
的
な
構
図
を
示
す
習
作
、
即
ち
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
立
オ
ス
ロ
美
術
館
収
蔵
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
（
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
》
、
以
下
、
ナ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
と
略
称
す
る
）
（
図
5
）
と
共
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
A
・
プ
ル
ー
ス
ト
（
8
）
に
よ
れ
ぽ
、
「
マ
ネ
は
ラ
ヴ
ォ
ワ
ジ
エ
ー
ル
街
の
ア
ト
リ
エ
で
、
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
：
セ
》
の
大
き
な
タ
ブ
ロ
ー
を
制
作
し
て
い
た
が
ヤ
結
局
、
完
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
か
ら
切
り
取
っ
た
一
人
の
人
物
だ
け
を
残
し
て
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
と
名
付
け
た
」
と
い
う
（
9
）
。
　
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
言
う
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
》
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
未
だ
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
証
言
の
信
愚
性
、
及
び
画
題
と
図
像
の
不
一
致
に
あ
る
。
　
再
度
オ
ス
ロ
ス
ケ
ヅ
チ
を
検
討
す
る
。
画
面
に
は
、
一
八
六
〇
年
前
後
に
マ
ネ
が
好
ん
で
描
い
た
田
園
詩
的
な
風
景
の
中
に
三
人
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
人
は
、
裸
婦
の
髪
を
硫
き
な
が
ら
川
の
上
流
を
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
一
人
は
慌
て
た
様
子
で
川
の
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上
流
へ
向
か
っ
て
走
り
出
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
情
景
か
ら
す
れ
ば
、
背
景
や
二
人
の
侍
女
の
動
作
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
言
う
「
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
…
セ
」
の
主
題
に
則
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
が
、
問
題
は
中
央
裸
婦
の
動
作
で
あ
る
。
も
し
水
浴
す
る
裸
婦
が
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
と
す
る
な
ら
ぽ
、
驚
い
て
裸
体
を
隠
そ
う
と
す
る
ポ
ー
ズ
は
モ
ー
セ
の
主
題
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
ヨ
！
ロ
ッ
パ
絵
画
に
於
い
て
は
、
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
は
大
勢
の
侍
女
に
付
き
添
わ
れ
、
豪
華
な
衣
装
を
纏
っ
た
姿
で
描
か
れ
る
の
が
通
例
で
、
水
浴
中
の
裸
婦
の
姿
で
表
わ
さ
れ
る
例
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。
で
は
、
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
を
敢
え
て
裸
体
で
描
い
た
マ
ネ
の
意
図
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
　
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
マ
ネ
と
二
入
で
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
の
川
岸
を
散
策
し
て
い
た
時
の
こ
と
を
回
想
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
数
人
の
女
性
が
水
浴
を
し
て
い
た
。
マ
ネ
の
視
線
が
水
か
ら
上
が
る
女
性
に
留
ま
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
私
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
僕
は
ど
う
や
ら
ヌ
ー
ド
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
し
い
。
よ
し
、
や
っ
て
み
よ
う
。
彼
女
た
ち
を
ヌ
ー
ド
で
描
い
て
見
せ
る
。
』
」
（
－
o
）
　
更
に
プ
ル
ー
ス
ト
の
回
想
の
中
で
は
、
マ
ネ
が
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
作
《
田
園
の
奏
楽
》
を
描
き
変
え
る
旨
の
記
述
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
マ
ネ
の
発
言
は
常
に
《
草
上
の
昼
食
》
に
関
す
る
着
想
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
F
・
カ
シ
ャ
ソ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
も
し
マ
ネ
が
こ
の
時
既
に
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
で
裸
婦
を
描
い
て
い
た
と
す
れ
ぽ
、
も
は
や
裸
体
画
を
描
く
と
い
う
発
言
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
1
1
）
。
プ
ル
ー
ス
ト
の
伝
え
る
こ
の
発
言
を
《
草
上
の
昼
食
》
に
関
連
す
る
も
、
の
で
は
な
く
、
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
》
の
着
想
に
関
す
る
発
言
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
　
尚
、
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
の
中
心
モ
テ
ィ
ー
フ
が
画
面
中
央
の
浴
女
で
あ
る
と
い
う
点
、
こ
の
浴
女
を
除
く
二
人
の
女
性
が
削
除
さ
れ
、
結
局
、
最
終
作
で
裸
婦
だ
け
が
残
さ
れ
る
と
い
う
事
実
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ぽ
、
マ
ネ
の
主
た
る
関
心
が
裸
婦
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
9
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
》
が
裸
婦
表
現
の
機
会
を
提
供
し
た
と
す
れ
ば
、
マ
ネ
が
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
を
敢
え
て
裸
体
で
表
現
し
・
た
理
由
も
首
肯
さ
れ
る
。
ま
た
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
《
ウ
ル
ビ
・
！
ノ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
の
模
写
（
1
2
）
と
は
別
に
、
　
一
八
五
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○
年
代
後
半
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
裸
体
画
が
こ
の
ナ
ス
ロ
ス
ケ
ヅ
チ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
正
に
こ
の
ス
ケ
ヅ
チ
が
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
》
に
発
展
す
る
習
作
で
あ
り
、
何
れ
は
大
型
カ
ン
パ
ス
に
描
か
れ
る
は
ず
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。　
し
か
し
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
「
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
」
と
い
う
主
題
と
、
裸
婦
の
ポ
ー
ズ
と
の
食
い
違
い
の
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
マ
ネ
が
主
題
と
は
別
に
、
腰
掛
け
た
浴
女
が
そ
の
裸
体
を
隠
す
と
い
う
ポ
ー
ズ
に
固
執
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
裸
婦
の
表
情
や
動
作
か
ら
考
え
る
限
り
、
モ
ー
セ
の
物
語
以
外
の
主
題
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
　
こ
の
疑
問
に
関
し
て
は
、
図
像
の
源
泉
に
つ
い
て
の
研
究
が
別
の
解
決
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。
元
々
、
脚
を
組
ん
で
座
る
裸
婦
の
ポ
ー
ズ
に
は
モ
ー
セ
の
物
語
と
は
別
に
多
く
の
源
泉
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
図
像
的
に
最
も
近
い
作
品
を
指
摘
し
た
の
は
、
裸
婦
像
を
ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
に
準
拠
し
た
と
す
る
シ
ャ
ル
ル
・
ス
テ
ル
ラ
ソ
で
あ
ろ
う
（
1
3
）
。
　
ス
テ
ル
ラ
ソ
に
よ
れ
ば
、
　
マ
ネ
は
失
わ
れ
た
ル
ー
ペ
ソ
ス
作
《
ス
ザ
ン
ナ
と
長
老
た
ち
》
の
中
か
ら
ス
ザ
ン
ナ
の
ポ
ー
ズ
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
、
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
中
央
の
裸
婦
に
し
た
と
い
う
。
マ
ネ
は
そ
れ
を
、
十
九
世
紀
当
時
に
流
布
し
て
い
た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
マ
ソ
の
複
製
版
画
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
マ
ン
の
「
ス
ザ
ソ
ナ
」
は
、
マ
ネ
の
裸
婦
と
は
姿
勢
が
全
く
逆
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
T
・
レ
フ
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
聾
）
。
レ
フ
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
版
画
室
に
マ
ネ
の
入
館
記
録
を
発
見
し
（
1
5
）
、
マ
ネ
が
そ
こ
で
シ
ャ
ル
ル
・
プ
ラ
ン
著
『
画
家
の
歴
史
』
（
6
1
）
を
参
考
に
し
た
と
い
う
。
右
の
書
物
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
「
ス
ザ
ソ
ナ
」
の
ポ
ー
ズ
は
、
　
ブ
ォ
ル
ス
タ
ー
マ
ソ
の
も
の
と
は
逆
の
、
即
ち
、
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
中
央
の
裸
婦
と
同
じ
向
き
で
複
製
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
図
6
）
。
尚
、
ク
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ぽ
、
「
ス
ザ
ソ
ナ
」
や
「
パ
テ
シ
バ
」
の
テ
ー
マ
は
覗
き
見
で
あ
り
、
マ
ネ
は
浴
女
だ
け
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
覗
き
見
の
役
を
長
老
た
ち
か
ら
我
々
鑑
賞
者
に
替
え
た
と
い
う
（
π
）
。
ま
た
、
F
・
カ
シ
ャ
ン
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
版
画
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
を
取
り
上
げ
（
図
7
）
、
こ
れ
が
ジ
ュ
リ
ナ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
フ
レ
ス
コ
画
を
始
め
、
そ
れ
を
模
し
た
コ
ル
ネ
イ
ユ
の
版
画
か
ら
め
模
写
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
り
、
こ
れ
を
決
定
的
な
浴
女
の
源
泉
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
（
1
8
）
。
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こ
の
よ
う
な
源
泉
の
問
題
と
は
別
に
「
ス
ザ
ン
ナ
」
と
い
う
名
前
に
象
徴
的
な
意
味
を
見
出
し
、
図
像
解
釈
を
加
え
た
の
は
コ
ラ
デ
ィ
ー
二
で
あ
る
（
9
1
）
。
マ
ネ
は
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
の
ポ
ー
ズ
を
、
後
に
マ
ネ
夫
人
と
な
る
シ
ュ
ザ
ソ
ヌ
・
レ
ソ
ホ
フ
に
と
ら
せ
た
と
言
わ
れ
る
。
コ
ラ
デ
ィ
ー
二
に
よ
れ
ぽ
、
マ
ネ
は
そ
の
婚
約
者
を
純
潔
の
象
徴
で
あ
る
ス
ザ
ソ
ナ
の
物
語
に
重
ね
合
わ
ぜ
、
彼
の
愛
を
捧
げ
た
之
か
う
。
更
に
コ
ラ
デ
ィ
ー
二
は
、
彼
女
の
足
元
に
咲
く
百
合
の
花
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
に
於
い
て
は
純
潔
の
象
徴
で
あ
っ
た
と
説
い
た
。
　
一
八
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
《
漁
獲
》
も
ま
た
、
複
数
の
源
泉
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
が
、
マ
ネ
と
シ
ュ
ザ
ソ
ヌ
．
レ
ン
ホ
フ
の
ポ
ー
ズ
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
作
《
ス
テ
，
i
ン
城
の
庭
園
》
に
描
か
れ
た
ル
ー
ベ
ン
ス
の
自
画
像
と
二
番
目
の
妻
E
・
フ
ル
マ
ソ
に
拠
っ
て
お
り
、
マ
ネ
が
画
中
で
二
人
の
愛
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
（
2
0
）
。
　
レ
フ
た
よ
れ
ぽ
、
　
ル
！
ペ
ン
ス
の
こ
の
作
品
に
関
し
て
も
∩
マ
ネ
が
シ
ャ
ル
ル
・
プ
ラ
ン
著
『
画
家
の
歴
史
』
で
詳
細
に
研
究
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
（
2
1
）
。
《
漁
獲
》
と
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
の
制
作
時
期
が
ほ
ぼ
重
複
す
る
こ
と
や
」
ル
ー
ベ
ン
ス
か
ら
の
借
用
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ぽ
、
マ
ネ
が
婚
約
者
の
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
・
レ
ン
ホ
フ
を
純
潔
の
象
徴
で
あ
る
「
ス
ザ
ン
ナ
」
に
重
ね
合
わ
せ
た
と
す
る
説
を
、
筆
者
は
敢
え
て
否
定
で
き
な
い
。
　
以
上
の
図
像
的
考
察
を
踏
ま
え
て
、
次
に
、
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
に
於
い
て
裸
婦
の
役
割
が
曖
昧
で
あ
っ
た
理
由
を
検
討
す
る
。
　
即
ち
、
マ
ネ
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
る
裸
婦
を
何
枚
か
模
写
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
伝
統
を
踏
襲
し
た
裸
婦
像
を
描
く
欲
求
に
駆
ら
れ
、
裸
婦
を
描
く
た
め
の
主
題
を
モ
ー
セ
の
物
語
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
裸
婦
は
む
し
ろ
ル
ー
ベ
ソ
ス
の
「
ス
ザ
ン
ナ
」
、
あ
る
い
は
コ
ル
ネ
イ
ユ
の
「
パ
テ
シ
バ
」
の
ポ
ー
ズ
が
彼
自
身
の
裸
婦
の
イ
メ
ー
ジ
に
一
致
す
る
た
め
、
マ
ネ
は
モ
ー
セ
の
物
語
で
は
本
来
裸
体
で
描
か
れ
る
は
ず
の
な
い
フ
ヶ
ラ
オ
の
娘
に
、
「
ス
ザ
ン
ナ
」
、
あ
る
い
は
H
パ
テ
シ
バ
」
の
裸
婦
像
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
に
於
い
て
、
中
央
の
裸
婦
だ
け
が
モ
ー
セ
の
物
語
に
そ
ぐ
わ
な
い
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
る
の
も
、
マ
ネ
が
二
つ
の
物
語
を
同
一
の
画
面
に
組
み
合
わ
せ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
マ
ネ
は
結
局
、
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
と
「
．
ハ
テ
シ
バ
」
、
あ
る
い
は
「
ス
ザ
ソ
ナ
」
を
統
括
的
な
構
図
に
組
み
合
わ
せ
て
描
く
こ
と
に
困
難
を
感
じ
、
画
面
か
ら
侍
女
を
削
除
し
、
裸
婦
を
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残
し
て
カ
ソ
パ
ス
を
切
り
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
人
残
さ
れ
た
裸
婦
は
、
新
た
に
加
筆
さ
れ
た
サ
テ
ユ
ロ
ス
と
共
に
異
教
の
ニ
ソ
フ
へ
と
変
わ
る
の
．
で
あ
る
。
こ
の
主
題
変
更
の
問
題
か
ら
、
マ
ネ
の
関
心
は
も
は
や
裸
婦
の
表
現
の
み
で
あ
り
、
歴
史
画
的
主
題
は
そ
の
口
実
に
過
ぎ
な
か
つ
た
、
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
よ
う
。
　
一
九
八
六
年
、
バ
ロ
ー
は
前
記
オ
ス
ロ
ス
ケ
ッ
チ
と
は
別
の
《
水
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
》
の
素
描
（
図
8
）
を
取
り
上
げ
、
モ
ー
セ
が
侍
女
に
正
に
救
わ
れ
よ
う
と
す
る
情
景
、
大
画
面
に
転
写
す
る
た
め
の
区
画
線
な
ど
か
ら
、
右
素
描
が
モ
ー
セ
の
物
語
の
全
体
の
構
図
を
暗
示
す
る
と
い
う
可
能
性
を
提
示
し
た
（
η
）
。
し
か
し
、
描
か
れ
た
女
性
は
着
衣
の
姿
で
あ
り
、
マ
ネ
の
関
心
が
裸
婦
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
モ
ー
セ
の
主
題
に
関
す
る
マ
ネ
の
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
恐
ら
く
絵
の
具
を
使
用
す
る
前
の
段
階
、
即
ち
、
オ
ス
ロ
ス
ケ
ヅ
チ
を
制
作
す
る
前
に
描
い
た
素
描
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
パ
ロ
：
も
や
は
り
、
こ
の
素
描
は
あ
く
ま
で
モ
ー
セ
の
物
語
に
関
す
る
構
想
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
結
　
従
来
の
々
ネ
研
究
は
、
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
に
歴
史
画
的
主
題
の
女
性
美
を
見
出
し
て
き
た
。
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
《
驚
く
ニ
ン
フ
〉
の
主
題
の
変
更
は
、
マ
ネ
に
と
っ
て
歴
史
画
的
主
題
が
決
定
的
な
制
作
動
機
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
に
於
け
る
マ
ネ
の
関
心
は
裸
婦
の
表
現
で
あ
り
、
歴
史
画
的
主
題
は
そ
の
口
実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
に
は
既
に
、
《
草
上
の
昼
食
》
や
《
オ
ラ
ソ
ピ
ア
》
で
実
現
す
る
同
時
代
の
風
俗
画
的
主
題
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
《
驚
く
ニ
ソ
フ
》
が
、
一
八
六
〇
年
前
後
に
制
作
さ
れ
た
一
連
の
裸
婦
像
に
於
い
て
、
一
つ
の
岐
点
を
示
す
こ
と
は
前
述
し
た
。
裸
婦
像
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ぽ
．
ヤ
ネ
の
主
題
や
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
《
驚
く
ニ
ン
フ
》
を
境
に
し
て
同
時
代
的
な
も
の
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
即
ち
、
ヤ
ネ
が
清
新
な
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
娼
婦
の
オ
ラ
ン
ピ
ア
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
段
階
に
於
い
て
、
《
驚
く
ニ
ソ
ス
》
と
《
草
上
の
昼
食
》
乃
至
《
ナ
ラ
ソ
ピ
ア
》
忠
の
関
係
は
、
隔
絶
・
飛
躍
で
は
な
く
、
漸
次
的
な
発
展
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ
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ネ
の
裸
婦
像
の
系
譜
に
於
い
て
、
ボ
ー
．
ド
レ
！
ル
の
言
う
『
現
代
性
（
『
ヨ
o
ユ
興
三
ま
）
」
（
箆
）
は
、
．
《
草
上
の
．
昼
食
》
や
《
矛
ラ
ソ
ピ
ア
》
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
の
が
．
一
般
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
筆
者
は
、
マ
ネ
の
「
現
代
性
」
は
そ
れ
ら
が
制
作
さ
れ
た
一
八
六
三
年
よ
り
も
早
く
、
既
に
《
驚
く
・
二
．
ン
フ
》
の
中
に
見
出
す
の
が
一
層
適
切
で
あ
る
と
考
え
度
い
。
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で
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に
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画
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に
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い
て
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水
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画
家
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ン
ス
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・
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ー
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ろ
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を
展
開
し
、
同
時
代
的
な
主
題
・
モ
．
テ
ィ
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フ
を
取
り
上
げ
る
画
家
を
称
賛
し
て
い
る
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マ
ネ
と
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に
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な
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を
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け
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り
、
．
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上
゜
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昼
食
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ン
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と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
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図1　マネ《驚くニソフ》1861年　カンヴ
　　　ァスに油彩　！46　×　114cm　ブエ
ノスアイレス
術館
．アルゼンチン国立美
図2　≦ノ驚くニンフ）（ゴデによる写真）撮
　　　影年代不明　パリ，国、‘二図書館版画
　　　窒
図3　《驚くニンフ》（X線写真）1959f5
　　　ブエノスアイレス，アルゼンチン国
　　　立美術館
図4　《驚く＝ンフ〆（ロシャールによる写
　　　真）1883年　パリ，国立図書館版画
　　　室
60
図5　マネ《驚くニンフ》（スケッチ）1858
　　　－60年　板に，油彩　35．5　×　46cm
　　　オスロ，ナショナル・ギャラリー
図6　ルーベソス《スザソナと長老
　　　たち》　（ルーカス・フtルス
　　　ターマンによる版画）（左右
　　　逆）39　×　27．8cm　ロソ
　　　ドソ，大英博物館
蕪
F．
3警
鋤
ρ
目騨”
、
刷
㍉
・
鷲
鳩
鑛
灘
．擁
図7　マネ《パテシバ》（J．コルネイユ
　　　あるいはジ＝リナ・ロマーノの模
　　　写）1858－60　レイド紙に鉛筆
　　　17．8　　x　　13．2cm　　，eリ，　ノレー
　　　ブル美術館版画室
図8 マネ《モーセの発見》1858－60年
赤チ。一クで方眼したレfド紙に
鉛筆，ペノ，セピアイソク　33．3
x　28cm　ロソテルダム，ボイ
マンス＝ファン・ベーニンヘン美
術館
